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練馬区教育委員会
社　会　教　育　課

（文化財保護係）
℡993－1111内線2766

〒176練馬区豊玉北6－12

活
躍
す
る

登
　
録
　
文
　
化

区
で
は
、
昭
和
6
1
年
1
0
月
の
、
文
化
財
保
護

条
例
施
行
以
来
、
2
回
に
わ
た
り
、
1
5
件
の
文

化
財
を
、
登
録
文
化
財
と
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
6
2
年
度
は
、
昭
和
6
3
年
3
月
2
8
日
付

で
次
の
9
件
を
登
録
し
ま
し
た
。

＜
有
形
文
化
財
＞

◎
服
部
半
歳
奉
納
の
仁
王
像
（
高
松
三
…
一
九

－
八
　
御
嶽
神
社
境
内
）

◎
豊
島
氏
奉
納
の
石
燈
籠
（
石
神
井
台
一
－
一

八
1
二
四
　
氷
川
神
社
境
内
）

◎
石
瞳
七
面
六
観
音
勢
至
（
せ
き
ど
う
し
ち
め

ん
ろ
く
か
ん
の
ん
せ
い
し
）
道
し
る
べ
　
（
中

村
三
－
〓
　
良
弁
塚
内
）
－
写
真
1

◎
双
蝶
々
曲
輪
日
記
図
絵
馬
（
ふ
た
つ
ち
ょ
う

ち
ょ
う
く
る
わ
に
っ
き
ず
え
ま
。
高
野
台
三

－
一
〇
－
三
　
長
命
寺
）

◎
牛
若
丸
・
弁
慶
図
絵
馬
（
長
命
寺
）

財
　
1
R
l
U
　
件
　
に

◎
妙
福
寺
の
梵
鐘
（
ぽ
ん
し
ょ
う
。
南
大
泉
五

－
六
－
五
六
　
妙
福
寺
境
内
）

◎
小
島
家
文
書
（
旭
町
一
－
二
九
－
六
　
小
島

兵
八
郎
宅
）

＜
有
形
民
俗
文
化
財
＞

◎
北
町
聖
観
音
座
像
（
北
町
二
－
三
八
－
五

北
町
観
音
堂
）

◎
弥
陀
三
尊
来
迎
画
像
板
碑
（
み
だ
さ
ん
ぞ
ん

ら
い
ご
う
が
ぞ
う
い
た
び
。
石
神
井
台
一
－

一
五
－
六
　
三
宝
寺
）

文
化
財
保
護
推
進
員

昭
和
6
3
年
2
月
に
、
次
の
方
々
を
「
練
馬
区

文
化
財
保
護
推
進
員
」
　
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

区
内
各
所
に
あ
る
文
化
財
の
現
況
を
把
握
し
、

ま
た
文
化
財
保
護
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動
を

す
す
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

五
十
音
順
・
敬
称
略
（
か
っ
こ

内
は
、
主
な
担
当
地
域
）

井
口
　
敏
　
（
石
神
井
台
・
上
石
神
井
・
関
町

立
野
町
）

伊
藤
　
桂
一

瓜
生
　
活

加
藤
　
喜
平

加
藤
　
佐
平

ベる道

北
沢
　
邦
彦

桑
島
　
新
一

（
小
竹
・
旭
丘
・
豊
玉
・
中
村
）

（
旭
町
・
土
支
田
・
大
泉
町
・
三

原
台
・
石
神
井
町
・
下
石
神
井
）

（
大
泉
学
園
町
・
西
大
泉
・
南
大

泉
）

（
田
柄
・
春
日
町
こ
同
松
・
光
が

丘
）

（
東
大
泉
。
他
）

（
向
山
。
貫
井
。
谷
原
ェ
南
野
台
。

富
士
見
台
由
南
田
中
）

松
本
　
龍
雄
（
北
町
・
錦
。
平
和
台
。
氷
川
台
。

羽
沢
・
栄
町
。
桜
台
。
練
馬
口

早
宮
）
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練
馬
区
の
文
化
財
保
護
に
か
か
わ
っ
て
き
た

も
の
の
一
人
と
し
て
、
文
化
財
保
護
の
現
状
と
、

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

急
激
な
都
市
化
の
中
で
、
区
民
の
間
に
心
の

豊
か
さ
が
求
め
ら
れ
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
財

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

左
に
記
し
た
5
8
・
5
9
両
年
度
に
行
わ
れ
た
文

化
財
総
合
調
査
で
、
区
内
に
次
の
よ
う
な
文
化

財
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

有
形
文
化
財
一
一
四
八
件

無
形
文
化
財
　
　
　
一
件

、
に
保
護
の
手
が
及
ぶ
の
は
、
は
た
し
て
い
つ
の

こ
と
で
し
ょ
う
。

と
か
く
文
化
財
の
登
録
や
指
定
に
は
優
品
主

義
が
と
ら
れ
が
ち
で
す
。
お
寺
や
神
社
や
、
素

封
家
に
あ
る
珍
し
く
て
、
立
派
な
文
化
財
が
優

先
さ
れ
る
の
で
す
。
し
か
し
そ
う
し
た
品
は
大

切
に
保
護
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
も
の

で
す
。
む
し
ろ
路
傍
に
伴
む
身
寄
り
の
な
い
お

地
蔵
さ
ん
や
庚
申
塔
に
こ
そ
保
護
の
目
を
注
が

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
区
民
ひ
と
り
ひ

と
り
の
文
化
財
に
対
す
る
あ
た
た
か
い
理
解
が

御
嶽
神
社
の
火
渡
り
神
事

文
化
財
保
護
の

歩
み
と
、

こ
れ
か
ら

無
形
民
俗
文
化
財

有
形
民
俗
文
化
財

史
跡
な
ど

一
六
件
一
件

二
四
件

合
計
　
　
　
一
一
九
〇
件

こ
の
調
査
を
ふ
ま
え
て
区
で
は
文
化
財
保
護

条
例
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
制
定
、
施
行
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年
数
件
ず
つ
条

例
に
よ
る
登
録
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
条
例
で

は
登
録
さ
れ
た
文
化
財
の
中
か
ら
、
さ
ら
に
重

要
な
も
の
を
指
定
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
膨
大
な
数
の
文
化
財
す
べ
て
、

必
要
で
す
。
そ
の
パ
イ
プ
役
が
文
化
財
保
護
推

進
員
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
鶴
の
舞
」
　
で
知
ら
れ
る
氷
川
神
社
（
氷
川

台
）
に
、
十
数
年
前
ま
で
「
田
遊
び
」
と
い
う

行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
苗
代
作
り
か
ら
刈
り
入

れ
ま
で
の
農
作
業
を
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
能
の
所

作
で
行
う
特
有
の
伝
統
芸
能
で
す
。
後
継
者
や

費
用
の
問
題
で
今
は
絶
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

早
急
に
復
活
さ
せ
た
い
練
馬
の
貴
重
な
無
形
民

俗
文
化
財
で
す
。

地
名
は
大
地
に
し
る
さ
れ
た
文
化
遺
産
だ
と
＼

ね
り
ま
百
景
に
選
ば
れ
て
い
る
御
嶽
神
社
（
中

村
三
の
八
）
　
で
、
五
月
十
八
日
午
後
一
時
か
ら

大
祭
が
行
わ
れ
た
。
東
京
で
は
数
少
な
い
神
事

で
、
神
職
四
人
に
よ
る
鎮
火
式
（
火
渡
り
）
　
の

儀
が
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
一
般
参
詣
者
も
参
加
、

家
内
安
全
や
健
康
を
祈
願
し
た
。

（
文
・
写
真
と
も
　
伊
藤
経
一
推
進
委
員
）
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〆

い
わ
れ
ま
す
。
ふ
る
さ
と
「
ね
り
ま
」
　
の
こ
こ

ろ
は
、
そ
の
土
地
の
歴
史
を
育
ん
だ
地
名
を
知

る
こ
と
で
一
層
深
ま
り
ま
す
。
区
内
の
由
緒
あ

る
地
名
が
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
の
う
ち
に

ど
う
に
か
し
な
い
と
、
将
来
ま
っ
た
く
判
ら
な

く
な
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
古
い
地
名
を
発
掘

し
、
記
録
す
る
こ
と
も
文
化
財
保
護
の
一
つ
の

役
目
だ
と
思
い
ま
す
。

＊
　
　
　
　
　
　
＊

＊
　
　
　
　
　
＊

練
馬
区
の
文
化
財
保
護
の
歩
み
を
年
表
に
し

て
み
ま
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
（
年

号
は
昭
和
）

4
1
年
2
月
　
「
練
馬
区
の
文
化
財
」
第
一
集
発

行
、
以
後
毎
年
発
行

4
2
年
7
月
　
区
制
2
0
周
年
記
念
郷
土
史
展
（
主

催
同
実
行
委
員
会
・
後
援
教
育
委
員

会
）

4
4
年
3
月
　
郷
土
史
シ
リ
ー
ズ
「
ふ
じ
大
山
道
」

発
行
、
以
後
毎
年
シ
リ
ー
ズ
発
行

4
5
年
1
2
月
　
郷
土
資
料
室
新
設
、
以
後
毎
年
特

別
展
示
、
資
料
集
等
刊
行

4
7
年
2
月
　
「
練
馬
の
史
跡
案
内
」
発
行
（
担

当
社
会
教
育
課
）
以
後
毎
年
発
行

4
8
年
4
月
　
社
会
教
育
課
に
文
化
財
保
護
係

（新設）

4
9
～
5
0
年
　
文
化
財
総
合
調
査
実
施

5
1
年
3
月
　
右
の
調
査
に
も
と
づ
き
「
練
馬
区

文
化
財
総
合
目
録
」
発
行

全長278．5cm　車輪直径126cm

荷台幅65cm　荷台高　80cm大八車
（郷土資料重蔵）

江
戸
を
中
心
に
発
達
し
た
荷
物
運
送
用
の
二

輪
車
で
、
商
品
や
木
材
な
ど
の
運
搬
は
勿
論
、

農
作
物
の
出
荷
、
下
肥
運
び
に
も
利
用
さ
れ
た
。

天
秤
棒
だ
と
一
度
に
二
樽
し
か
運
べ
な
い
漬
物

樽
で
も
こ
れ
を
使
う
と
〓
ロ
で
六
～
八
樽
も
運

べ
る
の
で
、
そ
の
製
造
台
数
は
急
増
し
元
禄
時

代
に
は
二
千
二
百
台
以
上
の
車
が
使
わ
れ
て
い

た
。
練
馬
で
も
大
根
の
出
荷
に
は
大
い
に
利
用

さ
れ
た
。
こ
の
写
真
の
大
八
車
は
明
治
五
年
頃

「
入
間
県
免
許
」
の
焼
印
を
も
ら
っ
た
も
の
で

極
め
て
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
車
輪
や
車
軸

に
鉄
を
全
く
使
っ
て
い
な
い
の
が
特
色
で
あ
る
。

5
2
年
1
0
月
　
「
練
馬
区
基
本
構
想
」
策
定
、
文

化
遺
産
の
保
存
活
用
を
は
か
る
こ
と

と
す
る

5
3
～
5
4
年
　
文
化
財
総
合
調
査
実
施
（
地
域
別

調
査
）

5
4
年
6
月
　
練
馬
区
遺
跡
調
査
会
発
足

5
5
年
3
月
　
総
合
調
査
に
も
と
づ
き
「
練
馬
区

文
化
財
目
録
」
発
行

5
8
～
6
0
年
　
文
化
財
総
合
調
査
実
施
（
種
別
調

査
）

6
0
年
4
月
　
練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
検
討
委

員
会
発
足

6
1
年
3
月
　
「
練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
」
制

定
、
同
年
1
0
月
施
行

6
1
年
1
2
月
　
文
化
財
保
護
審
議
会
発
足

6
2
年
3
月
　
登
録
文
化
財
6
件
登
録

6
3
年
2
月
　
練
馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員
制
度

発
足

6
3
年
3
月
　
登
録
文
化
財
9
件
登
録
（
計
1
5
件
）

（
文
化
財
保
護
推
進
員
桑
島
新
一
）

3
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新
刊
書
を
頒
布
し
貰
い
ま
す

◎
「
教
育
の
先
駆
者
た
ち
」
　
（
1
5
0
円
）

幕
末
の
寺
子
屋
の
師
匠
た
ち
は
、
多
く
が
明

治
初
期
の
公
・
私
立
小
学
校
の
教
員
と
な
り
ま

し
た
。
歴
史
の
あ
る
区
内
小
学
校
の
ル
ー
ツ
を

解
き
明
か
す
と
と
も
に
、
そ
の
頃
の
練
馬
の
教

育
に
尽
し
た
人
々
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◎
「
練
馬
の
石
遺
物
・
神
社
篇
・
」

（
1
千
2
0
0
円
）

区
内
の
神
社
に
あ
る
石
造
物
（
鳥
居
・
狛
犬

灯
籠
・
水
盤
）
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
写
真

を
多
数
収
録
。
石
造
物
か
ら
先
人
の
労
苦
が
し

の
ば
れ
、
刻
ま
れ
た
銘
文
か
ら
生
活
の
一
端
を

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
葛
原
（
く
ず
は
ら
）
遺
跡
B
地
点
調
査
報

告
書
」
　
（
2
千
4
0
0
円
）

◎
「
武
蔵
関
遺
跡
調
査
報
告
書
」
（
1
千
2
0
0
円
）

い
ず
れ
も
、
昭
和
6
1
年
度
に
実
施
し
た
、
先

土
器
～
縄
文
時
代
の
遺
跡
発
掘
調
査
の
結
果
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

◎
こ
の
他
に
既
刊
書
で
頒
布
中
の
も
の
が
、

2
5
点
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
品
切
れ
の
も
の
は
、
区

内
図
書
館
・
情
報
公
開
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
頒
布
窓
口
○
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
・

文
化
財
保
護
係
（
区
役
所
西
館
2
階
）

○
郷
土
資
料
室
（
石
神
井
図
書
館
内
）

○
情
報
公
開
室
（
旧
練
馬
図
書
館
）

ま
L
r
h
い
保
護
行
政
も
、
文
化
財
保
護
推
進
員

の
委
嘱
、
学
芸
員
の
採
用
な
ど
、
よ
う
や
く
形

を
整
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

石
神
井
に
あ
る
郷
土
資
料
室
も
、
先
生
方
が

増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
「
練
馬
の
年
中
行
事
」
と

い
う
ビ
ラ
を
、
5
月
か
ら
配
っ
て
い
ま
す
。
希

望
の
方
は
、
直
接
郷
土
資
料
室
へ
。

（
電
話
　
九
九
六
－
〇
五
六
三
）

埋
蔵
文
化
財
（
遺
跡
）
　
の
調
査
が
急
ピ
ッ
チ

で
増
加
し
て
い
ま
す
。
保
護
と
開
発
は
、
ど
の

分
野
で
も
両
立
が
難
し
い
も
の
で
す
。

じ
め
て
、
お
届
け
す
る
「
ね
り
ま
の

文
化
財
」
で
す
。
練
馬
区
の
文
化
財

＝
文
化
財
日
誌
＝

（
4
月
）

1
日
　
人
事
発
令
（
学
芸
員
・
郷
土
資
料
調
査

28　　　2711

日　　　日　日

月
新
任
）
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
貫
井
二
丁
目
）

立
会
（
石
神
井
台
一
丁
目
）

〃
　
　
巡
見
（
扇
山
遺
跡
）

三
宝
寺
池
・
石
神
井
池
付
近
の
景
観
調

査
の
た
め
、
気
球
に
よ
る
空
中
撮
影

（
5
月
）

1
2
日
～
2
0
日
　
池
淵
遺
跡
発
掘
調
査
（
宅
地
造

成
に
と
も
な
う
事
前
の
発
掘
調
査
）

1
7
日
第
一
回
文
化
財
保
護
推
進
員
会

2
2
日
春
の
史
跡
散
歩
へ
豊
玉
・
中
村
コ
ー
ス
）

大
鳥
神
社
、
正
覚
院
・
氷
川
神
社
こ
日
田
士

稲
荷
・
学
田
公
園
・
南
蔵
院
・
八
幡
神
社

御
嶽
神
社
・
良
弁
塚
。
講
師
は
、
桑
島
新
一
、

松
本
龍
雄
の
両
氏
。
参
加
8

6
名
。

（
秋
は
、
関
町
方
面
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

区
報
に
掲
載
し
て
、
募
集
。
1
0
月
末
頃
）

（
6
月
）

2
日
埋
蔵
文
化
財
実
踏
（
大
泉
町
二
丁
目
）

1
4
日
〃
職
月
研
修

1
7
日
　
文
化
財
講
座
「
身
近
に
あ
る
文
化
財
の

見
方
」
稲
荷
山
図
書
館
・
中
里
富
士
塚
・

八
坂
神
社
・
清
水
山
憩
い
の
森
。
講
師
は
、

北
沢
邦
彦
氏
と
、
自
然
保
護
運
動
を
さ
れ

て
い
る
澤
開
茂
宣
氏
。
参
加
1
9
名
。

2
0
日
～
2
1
日
　
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
溜
淵
遺
跡
）

2
8
日
　
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
石
神
井
台
一
丁
目
）

鴎
　
（
7
月
V

l
日
　
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
早
宮
一
丁
目
）

7
日
　
文
化
財
保
護
審
議
会
開
催
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